
LM2642

Application Note 1239 LM2642 Evaluation Board

Literature Number: JAJA279



National Semiconductor
Application Note 1239
Allan Fisher
2006年 3月

1© National Semiconductor Corporation AN200474-08-JP

L
M

2642
評
価
用
ボ
ー
ド

A
N

-1239

LM2642評価用ボード

ご注意：この日本語アプリケーション・ノートは参考資料として提供しており、内容
が最新でない場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず
最新の英文アプリケーション・ノートをご確認ください。

はじめに
LM2642評価用ボードは、LM2642コントローラ ICを用いたDC/
DC コンバータの設計と評価を支援を目的として開発されました。
Figure 1に示すように、評価用ボードは、4.5Vから 20Vの入力
電圧範囲から、2.5V/2Aと 1.8V/2Aの 2つの出力が得られるよ
うになっています。部品リストを Table 1に示します。また Figure
2、3は、評価用ボードの基板レイアウトです。

オプション部品
LM2642評価用ボードには、部品交換時の柔軟性を高めるため
に複数のオプション部品パッドが用意されています。デバイスの動
作と部品の選定の詳細については、LM2642 の製品データシー
トを参照してください。スイッチング電源では、寄生インダクタンス
と結合しているハイサイド FET のドレイン電流が急激に増加する
と、FETのソース・ノード (SWxノード )とVINノードに好ましくな
い LΔi/Δtノイズ・スパイクが発生します。

SWx 端子に直列抵抗 (R6 と R11) を追加するとゲート駆動
(HDRVx) がスローダウンされ、ハイサイド FETの立ち上がりと立
ち下がりは遅くなり、結果としてドレイン電流遷移時間が長くなり、
スイッチ・ノードのリンギングが小さくなります。抵抗値を大きくする
と、ハイサイドFETのスイッチング損失が増大してしまいます。低
抵抗 (1～ 5Ω)をCBOOTx端子に直列 (R7とR12)に挿入する
と、スイッチノード・リンギングを効果的に低減できます。CBOOT
に抵抗を接続することにより、FET の立ち上がり時間が長くなり、
スイッチ・ノードのリンギングを低減できます。

安定した動作を維持するには、FBx端子にノイズが重畳しないよ
うにしなくてはなりません。LM2642評価用ボードには、FBx配線
が拾う可能性のあるノイズをカットするために部品 C15とC22が
実装されています。両コンデンサとも、FBx 端子の近くに配置さ
れていることに注意してください。C17とC23は、出力コンデン
サを追加するためのパッドです。

電源の投入
LM2642評価用ボードに電源を投入する前に、すべての外部接
続を確認してください。電源入力をオフにして、P1と表示されて
いる正極にVINピンを接続する必要があります。チャネル 1とチャ
ネル 2の負荷は、P2および P3と表示されているVoutピンに接
続します。2Aまでは任意の種類の負荷を接続できます。負荷は
起動時にオン /オフしても構いません。出力電圧はVoutピン (P2
および P3)にプローブを接続することにより、DVMやオシロスコー
プでモニタできます。GNDピンは、主にオシロスコープのプローブ
をグラウンドに接続する目的で用意されています。PGOOD 信号
は、オシロスコープのプローブまたは DVMを使用して PGOOD
テスト端子でモニタします。

すべての接続を確認したら、入力電源を投入できます。入力電
圧は 4.5V～ 20Vの間に設定する必要があります。各チャネルの
イネーブル・スイッチ (ON1および ON2)を使用すると、入力電源
の投入後、評価用ボードの電源をオンにすることができます。各
チャネルのオン / オフは個別に行うことができます。評価用ボード
を電源入力から直接オンにする場合は、スイッチをオンのままにし
ておいても構いません。
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FIGURE 1.   Complete Evaluation Board Schematic
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TABLE 1.  Bill Of Materials
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FIGURE 2.   Top Layer

FIGURE 3.   Bottom Layer
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。
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